
特定非営利活動法人　
うりずん設立記念学習会

テーマ：重い障がいを抱え医療依存度の高い子どものいのちと暮らしにどう向き合うか

日時：平成 24年 6月 24日（日）
学習会　10：00～ 15：20（a.m.9:30 より受付）
お茶会　15：30～ 16：20（希望者・講師やスタッフも参加）
会場：とちぎ健康の森　講堂（定員 400名）
参加費：無料（関心のある方はどなたでもお申し込みいただけます）

主催　特定非営利活動法人うりずん　　
          〒321-2118 栃木県宇都宮市新里町丙 357-14 
          ℡028-601-7733  fax028-665-8899

　いつもお世話になりありがとうございます。
平成 24 年 3月、ＮＰＯ法人うりずんが誕生しました。
この法人では、重い障がいをもつ子どもと家族が
地域で自分らしく過ごせるように必要なサービスや
仕組みを創り、関わる人材の育成を行い、障がいの
ある人もない人も共に助け合える社会の実現を目指

します。このたび設立記念学習会を企画しました
ので、多くの皆さまのご参加をお待ち申し上げて
おります。　　　
         

●お申込方法：ファックスにて（028-665-8899）氏名、住所、電話、年齢、職種をご記入の上お申込み
　　　　　　　ください。　定員を超えた場合のみご連絡いたします。、

 ※ご不明な点がありましたら FAXまたは郵送でお問い合わせください。

＜プログラム＞
●　第一部  10：00~12：00

彦昭　橋髙　長事理んずりう人法ＯＰＮ　」のもす指目のんずりう「             拶挨ご

お昼休憩  12：00~13：00　(☆昼食は各自ご用意ください・会場内での飲食可能です）

●　第二部　【シンポジウムと討論】　13：00 ～ 15：20

【基調講演】　ＮＰＯ法人地域ケアさぽーと研究所理事　下川 和洋 さん
　　　　　     医療的ケアという課題に教育現場から真摯に取り組まれてきた下川さんより　
　　　　　     実践報告と医療的ケアの動向などを紹介していただきます。

テーマ：「障がいがあっても普通の暮らしをしたい！」
出演：　元訪問看護ステーションほのか　　管理者　　梶原 厚子 さん
　　　　宮城県拓桃医療療育センター小児科　医長　　田中 総一郎 さん
　　　　ふれんず宇都宮・居宅介護　　　　管理者　　斎藤 弥生 さん
　　　　栃木県県北健康福祉センター　　　保健師　　中山 晴美 さん

 【指定発言】　障がい児の家族より　原澤 直人 さん

後援　公益財団法人在宅医療助成 勇美記念財団 助成事業

 ＮＰＯ法人うりずん理事長
                      髙橋　昭彦

）長院クッニリクりばひ（    

※12：00～12：30に、二胡の演奏会を行います。是非、会場内で昼食をお召し上がりください。



【会場交通案内】

とちぎ健康の森　　　
住所：栃木県宇都宮市駒生町 3337-1　

●ＪＲ宇都宮駅から関東バス駒生営業所行
「とちぎ健康の森」「とちぎリハビリテーションセンター」
又は終点下車（約 25分）

●東武宇都宮駅から関東バス駒生営業所行
「とちぎ健康の森」「とちぎリハビリテーションセンター」
又は終点下車（約 20分）

参加申込書
ＦＡＸ　028-665-8899

6月 24日 ( 日 )「特定非営利活動法人うりずん設立記念学習会」

氏　名

様

年　齢

才

職　種

住　所　　〒
℡

・お茶会に　　　出席　・　欠席　　します　（○で囲んでください）

特定非営利活動法人うりずん　宛

(               ）

　重い障がいがあり医療に依存しながら、生活を送らなければならない子どもとその家族の「普通の
暮らし」を地域で支えるためにどうすべきか、ご家族の立場や、先駆的な活動をされている教育者・
訪問看護師・医師を宇都宮の地にお招きし、皆さまと一緒に考えていきたいと思います。

シンポジウムのアナウンス

キリトリ線

「初任地である都立村山養護学校に赴任以来、重い障がいのある児童生徒たちの教育に携わる。
その後、訪問学級の担任をする中で、医療的ケアの問題に深くかかわることになり、学校教育に
おける医療的ケアの定着に取り組む。
2007 年には学校卒業後の豊かな地域生活を保障するために「ＮＰＯ法人地域ケアさぽーと研究
所」を設立。地域の福祉関係、医療関係者を対象とした研修会の開催、執筆などに取り組んでいる。」
ＨＰアドレス http://homepage3.nifty.com/kazu-page/

【基調講演】下川和洋さん（ＮＰＯ法人地域ケアさぽーと研究所理事）　プロフィール


